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内容要旨病理解剖とブレインパンクについて国民の意識がどうな
っているか調査した論文はみられない。本研究では剖検脳を確保し、
ブレインパンクの確立を目指すリサーチリソースネットワーク
(research resource network: RRN）が現行法規に抵触しないか再
検討するとともに、病理解剖とブレインパンクについて一般市民、患
者および家族、医学生、文系学生を対象として同じ内容のアンケ
ート調査を行い、その内容を解析することにより現時点でのブレイン
パンクの倫理性について検討した。アンケート調査票はRRN研究者
間で用いられているものを一部改編して使用した。アンケートは回
答者の年齢・性別、パーキンソン病および関連疾患に擢J患している
か否か、家族あるいは自分の病理解剖を承諾するか否か、病理解
剖を承諾あるいは拒否する理由、病理解剖で標本保存した臓器・
組織を診断だけでなく研究に用いることへの賛否、ブレインパンクへ
の生前登録の賛否について尋ね、最も該当する選択肢をlつ選択
する方式とした。一般市民は昭和大学公開講座受講の品川区民
88名（回収率：68.8%) 患者および家族はパーキンソン病とブレイ
ンパンクについての市民講座受講者102名（回収率：87.9%）、医
学生は法医学実習参加学生101名（回収率：90.2%）、文系学生
は上智大学文系学部のドイツ語講義受講者 166名（回収率：
91.2 % ）から有効なアンケートを回収した。一般市民、医学生、文
系学生のそれぞれ69%、89%、91%が自分も家族も病気でないと
答えたのに対し、患者および家族は自分がパーキンソン病と答えた
人49%、家族がパーキンソン病と答えた人 15%であった。自分の死
亡時、病理解剖を承諾すると答えたのは患者及び家族で92%と最
も多かったが、一般市民で73%、医学生で79%、文系学生で78%
を占め、予想以上に病理解剖に対し、肯定的意見が多いことが分
かった。自分の病理解剖を承諾する理由は治療法の進歩に貢献
したいが4群とも70%以上を示した。解剖を拒否する理由は遺体を
傷付けられたくないが4群とも50%以上を示したほか、個人情報を
知られたくないも4群とも13・25%を示した。自分の病理解剖時、臓
器・組織を診断だけでなく研究に用いることへの賛否では、自分の
解剖を承諾すると答えたアンケートは4群とも研究に用いてよいが
80%以上を示した。ブ、レインパンクの生前登録の賛否では自分の
病理解剖を承諾すると答えたアンケートは登録しでもよいが4群とも
60%以上を示した。解剖を承諾しないと答えたアンケートでは登録
しでもよいは皆無であった。今後、ブレインパンクの確立を目指す
RRNを普及させるには病理解剖の意義を啓蒙していく必要がある。
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